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「薬学教育年限延長(6年 制)に 伴 う共立薬科大学生涯学習の動向調査研究」

Continuing　 pharmacy　 education　 trend　 report　 study

　　　　　　of　Kyoritsu　 University　 of　Pharmacy

　　　　　 with　 extension　 of　educational　 period

　　　　　　　藤 本 和 子,荒 井 範 子,柏 崎 あ や,金 澤 秀 子,望 月 正 隆

Kazuko珂imoto,　 Noriko　 Arai,　Aya　 Kashiwazaki,　 Hideko　 Kanazawa,　 Masataka　 Mochizuki

　　　　　　　共立薬科大学 ・生涯学習センター

The　 Center　 for　Lifelong　 Learning,　 Kyoritsu　 University　 of　Pharmacy

　 According　 to　 extend　 of　 educational　 period　 in

pharmaceutical　 university,　 the　profession　 of　pharmacy

is　changing.　 The　 pharmacy　 professionals　 must　 stay

current　 and　 keep　 up　 with　 advancements　 in　practice,

technology　 and　 research.　 All　 pharmacists,　 especially

those　 who　 practice　 in　 community　 and　 hospital

phamlacies,　 must　 keep　 up-to-date　 through　 continuing

professional　 education.　 And　 many　 pharmacists　 want　 to

stUdy　 more.

　 Although　 the　 Kyoritsu　 University　 of　 Pharmacy

established　 the　Center　 for　Lifelong　 Learning　 in　l　998　 to

meet　 this　 need　 for　 pharmacists,　 the　 Center　 also

incorporates　 into　its　vision　 the　need　 to　address　 societal

health　 care　 needs　 and　 education　 fbr　 other　 health

professions　 as　well.

　 　In　addition　 to　specific　 courses　 for　pharmacists,　 the

Center　 welcomes　 those　 in　the　pharmaceutical　 industry

and　 general　 public　 as　well.　 Various　 open　 lectures　 are

held　 throughout　 the　year　 and　 sometimes　 seasonally　 fbr

professionals　 and　 the　general　 public.　 In　2006　 Center　 has

the　 Automated　 Extemal　 Defibrillators(AED)course

and　 starting　 nutrition　 study　 course.

　 Continuing　 professional　 education　 course　 are　held　 at

the　 Kyoritsu　 University　 of　 Pharmacy　 campus　 where

over　 4500　 enrollees　 have　 attended　 them.　 This

educational　 system　 of　 the　 Kyoritsu　 University　 of

Pharmacy　 is　better　then　 other　 pharmaceutical　 university.

The　 pharmacy　 professionals　 must　 have　 continuing

professional　 stUdy　 all　one's　 life.

は じめに

　薬学教育での薬剤師教育年限が平成18年 度より

6年 制の新体制に移行 した。それによりさらに医療

人としての薬剤師への期待は高まっている。大学で

は社会のニーズに則 した薬剤師に教育するにあた

り、医療薬学のみならず一般教養、そ して医療現場

で適応できる実践力を備 えた医療人 としての薬剤

師の輩出に努めている。また、日々進歩を続けてい

る医療現状に対応 した質の高い学習 も必要 とされ

てお り、薬剤師が社会から期待 される職能を発揮す

るには、生涯を通 して継続的に学習 していかなけれ

ば責務を全 うすることが出来ない現実がある。この

ような状況の中において、大学における生涯教育の

あ り方について改めて考える時期が来ている。特に
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現在の4年 制大学卒業の薬剤師は、6年 制で行われ

る教育の内容に対 して漠然 とした不安をもってい

る人が少なくない。

　6年 制に伴 う学校教育法と薬剤師法の改正の際に、

付帯決議 として 「現に薬剤師の資格 を有 している者

が、生涯にわた り学習する機会を充実するよう配慮

すること」(学校教育法の一部改正案への付帯決議)1),

「新制度移行前 の薬学教育 を履修 して薬剤師 と

なった者についても、近年の医療技術の高度化、医

薬品の適正使用の推進などの社会的要請 に応える

ため、卒後教育の一環として実務研修の充実 ・改善

を図ること」(薬剤師法の一部改正案への付帯決議)
2)と明記されている

。 したがって今後は各薬系大学

でも、このような付帯決議を踏まえた特徴ある生涯

教育プ ログラムを企画 してい くことになるであろ

う。本稿では、共立薬科大学における生涯学習の取

り組み と動向を調査 し、他大学との比較も踏まえ考

察する。

1.共 立薬科大学における生涯学習支援

　本学基本理念に上げた 「社会人再教育への寄与」

を高度に実践するシステムとして、同窓会を中心に

昭和43年 より卒後教育研修会として講座 を始めて

お り、早くから生涯教育の必要性 を認識 してきたと

いえる。平成5年 には国内初の薬剤師卒後教育のた

めの通信講座を開講 し、薬剤師研修センターの認定

を受けた国内唯一の薬剤師通信講座 として年々講

座数 も増え拡大 している。平成10年 には薬科大学

として国内初となる生涯学習センターを発足させ、

同時に大学院の昼夜開講制を始めるなど、生涯学習

の分野において、常に時代や社会の要請に応 えなが

ら、数多くの受講生を輩出している。

　通信講座の受講生は北海道から沖縄まで全国に

わたり、平成10年 から17年 までの8年 間での述べ

受講者数は約4,500名 であった。このような40年

近い卒後教育の実績が評価 され、生涯学習センター

の活動を基盤 とした取 り組み 「医療人育成のための

生涯学習支援システム」が文部科学省の 「特色ある

大学教育支援プログラム(特 色GP)」 の採択(平

成16年 ～19年 度)に つ ながった。

　本学の特徴 として、都 心 に位 置 しJRや モ ノ レー

ル、地下鉄 な ど複数 の駅か らも近 く、交通 の便 の良

い場所 にあるた め、休 日の公 開講座や夜 間開講 の大

学院講義の聴 講 に便利 で あるこ と、地方 の通信講座

の受講 生 もス クー リングに来 校 しやす い こ とな ど

が、社会人の受講生にとって重要な要因 となってい る。

2.具 体的な取 り組み と受講者の動向

　6年 制発足前後の16年 度、17年度および18年 度

の3年 間を中心に生涯学習の動向調査を行なった3)4)。

　共立薬科大学・生涯学習センターの主な事業 とし

ては、薬剤師研修用通信講座、公開講座、特別講演

会、夜 間開講大学院、地方開催 の共立薬科 大学

フォーラム、また一般の社会人にむけての港区民大

学、さいたま市民大学などが挙げられる。また現場

での薬学部学生の教育 を担 う指導薬剤 師養成 の

ワークショップを開催 している。

2.1通 信 講座

　薬剤 師のた めの通信講座 は、各種疾患 の基礎理論

と服薬指導の学習 を中心 に受講生の習熟度別 に第1

講座 か ら第6講 座 まで開講 してい る。1講 座 は6科

目か らな り4月 か ら9月 まで毎月1科 目学習 し、答

案 を提 出 し、単位取得 のためには1日 のスク・一一一・リン

グに出席が義務づ け られてい る。スクー リングでは、

午前 中に専門科 目の講演の聴 講 し、午後 は演習形式

で と 「効果 的な コ ミュニ ケーシ ョン を進 め るた め

に」 「薬剤 師は、どこまで医療過誤 防止 の担 い手た

りうるか」な どのテーマ でスモール グルー プに分 か

れてデ ィスカ ッシ ョン・発表 による能動的 な学習 を

行な う。これ までの薬剤師 に不足 され ている と言 わ

れてお り、6年 制 コアカ リキュラムでも重視 されて

い る コ ミュニケー シ ョンスキルの習得 を 目標 に し

たプ ログラムを企画 した。また、健康食 品に関す る

情報 の必要性 とい う社 会 のニーズ に対応 した科 目

と して、単科の通信講座 「保健機能食 品等 と医薬 品

(保健機 能食 品等 に係 わ るア ドバイ サ リース タ ッ

フとしての薬剤師のための通信講座)」 を平成16年
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度に開講 した。また、第1講 座から第6講 座まで全

37科 目の内容についても、毎年内容を見直し現場に

即 した内容を提供 している。

　受講者数の推移(図1)か ら、新 しい講座が新設

されるたびに受講生数は増加 していることが示唆

された。講座内の科 目の内容が大きく変わる講座の

受講生が増加する傾向にある。受講生については平

成5年 の発足当初の受講生は比較的年齢の高い層

が中心であったが、近年では20代 から30代 の受講

生が7割 を超えていることから、若い薬剤師の生涯

学習に対する意識が高まっていることが推察 され

る(図2)。 また薬剤師研修センターでは通信講座

での学習に対 しては、認定薬剤師制度の研修単位 と

して1科 目15単 位 と比較的単位 を多く認めてお り、

自己学習での通信講座は仕事を持つ社会人 として

有効な学習方法だといえる。
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2.2　 公 開講座

　公 開講座 は、大学 での最新 の講義 内容 を提供す る

基礎 講座(A)か ら、薬剤師 の業務 に関連す る医療

薬学系講座(B)、 薬剤師 のた めの医療系研修講座

(C)の3種 類 を受講生 の 目的別 に毎年各 々複数 回

開講 してい る。例 えば17年 度 のBの 医療薬学系講

座 のテv-一一・マ 「疾病治療 と薬剤 師のかかわ り」では6

.月か ら2月 まで8回 開講 し、 「NST」 「感染症」 「肝

疾患」 「脳 と栄養 」 「在宅 医療」 「小児感染症 」 「婦

人科疾患」で、臨床現場 での最新 の診 断 ・治療法 に

ついての講義で あ り、またCの 研修講座 では 「副

作用の考 え方 と服薬指導、情報検 索」 「上部消化管

疾患」　 「神経疾患の原因 と治療」　 「変 わ り行 く精神

医療」　 「腎疾患 」　 「目と視力 に関す る現代知識」な

どは最新の医療情報が盛 り込まれた講義で ある。17

年の度公 開講座BとCの み でも受講生延べ数 は、

　　　 1800名 を越 えてい る(図3)。 その他 、特

　　　 別講演会、地方 開催の フォー ラム、国際シ

ンポジ ウム、GPフ ォー ラムな どさま ざまな

公開講座 を開講 してい る。本学生涯学習セ

ンター主催の公 開講座 の平成17年 度 の受

講者 数 は延べ4000名 を越 えた。　 (平成16

年度は約2600名 、平成18年 度 は現在進行

形であ るがすで に4500名 を越 えてい る)

1998　 　　1999　　　2000　 　　2001　　　2002　 　　2003　 　　2004　 　　2005　 　　2006

図1　 通信講座受講者数
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図2　 平成17年 度通信講座年齢別受講生 図3　 公開講座受講者数推移
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　また受講者は本学の卒業生は3割 程度で、どの講

座 も他大学出身の受講生が7割 を超えてお り、都市

型大学である本学の公開講座の大きな特徴 となっ

ている(図4)。 卒後教育において自大学の出身者

のみの利害に固執す ることなく薬学・薬剤師の全体

のレベル向上を図ることが、本学の 「医療人育成の

ための生涯学習支援システム」の目的であ り、薬剤

師生涯教育の意義を物語っているとも言える。受講

者の職業内訳は、病院 ・薬局薬剤師の割合はAの

基礎講座で6割 以上、Bの 医療講座で8割 以上、　C

の研修講座では9割 近 く受講 している(図5)。 公

開講座Aの 基礎講座 は病院薬剤師が5割 以上受講

しているが、公開講座Cの 研修講座では6割 以上

は薬局薬剤師である。また基礎講座Aで は企業の

勤務者、研究者 も2割 を超えている。受講者の受講

目的としては基礎講座Aで は薬剤師の知識 として4

割および一般教養 として4割 、またB,Cの 医療 ・

研修講座では7割 の受講生が薬剤師の知識 として

必要であるとい う自覚が強いことが うかがえる(図

6)。 基礎講座Aの ような大学の現在の講義を公開

した講座は他大学では見 られず、本学の大きな特徴

ともなっている。

2.3　 夜間開講大学院講義

　社会人の受講生の利便性を供するために、平成

10年 度に発足 した夜間開講科 目は当初ll講 座で

あったが、社会的な要請や薬剤師の要望に合わせて

講座 を増設 してきた。これは医療系大学院生に供給

する大学院の講義を社会人にも開放 した講義であ

る。専門薬剤師の育成が本格化 し、それに対応する

講座 も設けるなどし、平成17年 度は23講 座開講 し

た。これは1科 目単位でも受講できるため薬剤師の

みな らず、企業か らの受講生も多い。また医療機関

の薬剤師を社会人大学院生として受け入れている。

大学院入学以前に取得 した科 目について、入学後に

既得単位 として換算す るとい う便宜 も図 られてい

る。
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2.4　 その他の公開講座

　特別講演会やGPフ ォーラムなどの企画はその時

期の社会的ニーズを汲み取ったテーマで行ってい

る。また地方フォーラムは同窓会地方支部と協賛し

年に1度 開催 している。本校での公開講座に参加

　す る機会の少ない地方在住の薬剤師や卒業生の

ための卒後教育の場 となっているばか りでなく、地

方の薬剤師会 との意見交換や地方にいる卒業生 と

の交流の良い機会 となっている。平成17年 度のGP

フォーラムとして 「6年制薬学教育はこうなる!」

とい うテーマで6年 制の薬学教育について厚生労

働省、日本病院薬剤師会、日本薬剤師会、日本薬剤

師研修センター、文部科学省高等教育局からの方々

と、薬学共用試験、OSCEに っいて昭和大学、共立

薬科大学の教員か らの講演があ り全国の薬科大学

の教員の参加が多かった(図7)。6年 制教育年限

延長 を前に各大学の教育面での不安も多く感 じら

れた。また現役薬剤師の参加 も多 く、6年 制に対す

る教育の関心の高さが うかがえた。

　　　　　　　　学内学生
　　　　　　　　　5%

学内教員
　 11%

無記名
11%

傘業
5%

潔
他大学学生
　 1%

図7平 成17年 度GPフ ォーラム参加者

2.5　 ワークシ ョップ

　6年 制の薬学部の導入に伴い、学部生に新たに

6ヶ 月の長期実務実習が開始されることか ら、受け

入れ施設における指導薬剤師の養成が新 しい課題

となっている。本学では長期実務実習に向けた臨床

指導薬剤師養成プログラムの構築の一環 として、臨

床薬剤師養成 ワークショップを開催 している。また

近郊の薬剤師会 と協力 し、薬局薬剤師向けの教育研

修ネ ットワークつ くりも積極的に行っている。

2.6　 AED講 習会

　 これまで 日本では、AEDの 使用は、医師、看護

師、救急救命士のみに認められていたが、「非医療

従事者による自動体外式除細動器(AED)の 使用の

あ り方検討会」の報告書に基づき、平成16年7.月

1日 厚生労働省医政局長通知により、一般の人にも

使用が認 められることとなった5)。

　現在、行政機関、民間施設、会社、交通機 関、学

校な ど、さまざまな施設、組織での配備が進んでい

る。AEDは 、電気ショックが必要な患者かどうか、

あるいは電気ショックをいっ与えればいいか、機器

がすべて 自動的に判断 して、音声により指示をする。

使用する人は、その音声に従って行動をすれば、必

ず しも医学的な知識がなくても、必要な電気ショッ

クを与えることができる。また、除細動を行 うべき

ではない と判断され るような場合には仮にその使

用者がボタンを押 しても通電 しないとい うような

設計になっている。しか し、だれもが操作出来る簡

単なもの とわかっていても、やはり自分の目で見て、

実際、一度は手で触れてみない と、なかなか正 しい

理解の普及 とい うのは広まっていかないものであ

り、多くの人がその重要性を理解 し、使用できるよ

うにしていくことが重要である。

　一般人のAEDの 使用が認められたが、まず医療

の知識 を持った薬剤師が救命のための正 しい心肺

蘇生法を身につけ、AEDを 手際よく操作ができる

ようになれば、救命率 も格段に上がるはずである。

そこで、今年度、薬剤師のためのAEDの 講習会を

企画 した。本学には、附属薬局にAEDが 設置 され、

講習会にも複数の教員が参加す るなど関心が高 く、

講習会は今後も継続 して行く予定である。薬剤師は、

法律により患者の身体 に触れ る医療行為は禁止 さ

れているため、残念ながら救命救急などの際にも手

をこまねいていなければならなかった とい うのが

現状である。救命救急活動に薬剤師が加わることに

より、医療に役立つ薬剤師要請 とい う6年 制の新 し

い教育制度に相応 しい薬剤師の職能教育にも結び

つくもの と考える。薬局薬剤師を対象 とす るAED

講習会の開催により、地域の医療機関としてAED

を設置する薬局の増加、地域住民や広 くは国民の健

康に寄与するものと考えている。
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3.他 薬科 大学 との比較

　他大学で行われている卒後教育の状況 を日本私

学薬科大学協会だより6)か ら 「平成17年 度におけ

る卒後教育実施状況」のデータから引用 し、本学の

卒後教育との比較を行った。

　卒後教育プログラムは私立薬科大学45大 学の う

ち、29大 学で実施 されている。29大 学において平

成17年 度の1年 間に実施 した回数については、20

大学が1回 から5回 以内と少なく、共立薬科大学は

23回 と突出していることが明 らか となった(図8)。

また年間の参加者数では、29大 学の うち1大 学は

数が不明であるが、ほとんどの大学は1000名 以下

であり、2263名 の神戸薬科大学と3911名 の本学が

突出している(図9)。 卒後教育での通信講座は他

大学では行われてお らず、本学が唯一の教育機関で

あることが明確となった。

　以上の結果より、私立薬科大学における卒後教育

において現時点では、他大学 と比較 し本学は開催回

数 と受講生数において群を抜いて大規模であるこ

とが明 らかとなった。
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図8平 成17年 度 私立薬科大学卒後教育実施回数(29大 学)
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4.考 察 ・今 後の課題 と展望

　本学の卒後教育は、日本における薬剤師卒後教育

のパイオニアとして40年 近くにわたって取 り組ん

できた。平成18年 度か らの6年 制の新 しい医療薬

学教育を元に、4年 制卒業薬剤師を含め、すべての

薬剤師に対 して生涯学習支援システムを継続 して

行っていかなくてはならない。医療の新 しい治療法

や診断法などにっいて、薬剤師の知識 として継続的

に学習できるシステムが必要であ り、本学の生涯学

習センターは社会のニーズに添った医療人 として

の薬剤師の活躍の範囲を構築 してい く場 として今

後益々重要なものとなると考えられる。

　薬学部を持つ大学は、薬剤師に必要とされる進歩

し高度化する医療技術や医薬品の最新の情報の取

得 と知識 ・技能の継続的な習得の機会の提供 を望ま

れている。大学が生涯学習の支援 を行 うには薬剤師

が受講 しやすいような講座の開設が必要である。日

本では研修単位を必要 とする薬剤師免許の更新制

度ではないため、薬剤師の自己研鐙 をよりどころに

しているのが現状である。

　今後は、薬剤師の生涯学習に取 り組む組織である

薬剤師認定制度認証機構7)、 薬剤師研修センター、

各薬剤師会と大学が共に協力 して生涯学習を推進

する体制が必要である。現在、認定薬剤師について

は、更新制度が導入 され、平成18年8月 に共立薬

科大学でも認証機構から認定を受け推進 していく

こととなった。またこれからの医療の方向として予

防医学を推 し進めていることに対応 し、薬剤師に求

められる仕事に、誰でも手に入れることの出来 る

OTC薬 およびサプ リメン トや栄養の正 しい知識 と

相互作用などの理解 と適切 なア ドバイスが必要 と

なってきている。独立行政法人　国立健康 ・栄養研

究所では社会的ニーズに応 えた栄養情報担 当者

(NR)と い う資格を制定 している8)。本学では、

平成18年8月 にNR受 験資格をめざすNR養 成講

座の認可を得た。NRは 必ずしも薬剤師が対象では

なく、栄養や特定機能性食品やサプ リメン トの正し

い情報 と適切なア ドバイスをす ることが仕事であ

るが、近年、食品に医薬品の添加 による健康被害報

告や医薬品との相互作用が問題 となってお り9)10)、

薬剤師がこの資格を取得することにより、その専門

性 を生か し、処方薬やOTC薬 との相互作用を探索

し、より適切なア ドバイスをすることが可能 となる。

　薬学教育年限延長に伴い、学部の教育に現場で働

く薬剤師の中で学ぶ とい う課程が組み込まれてい

る。大学の中だけでなく多 くの薬剤師の方々にも薬

学教育に携わって頂くことが必須であり、質の高い

学部の教育を保つには、大学も薬剤師のための質の

高い教育を推進 していかなければならないと考える。

　今後の本学生涯学習センターの活動は、通信講座、

公 開講座 などの事業の企画 と充実による社会人薬

剤師教育のための生涯学習セ ンターの拡大の推進

を予定 している。質の高い医療人育成のために、都

市型大学の使命 として夜間開講大学院講義 をさら

に充実 し、社会人薬剤師教育の充実を図 り、さらに

一般の住民や高校生な どの若年層に対 しても幅広

く、医療の一端である薬学の重要性、必需性を伝え

る場 としての大学を考えていかなければな らない。

おわ りに

　近年の医療環境は大きく変わろうとしている。遺

伝子治療か ら、新 しい薬の適応や投与方法などあら

ゆる場面での進歩は 目覚 しいものである。薬剤師の

仕事は服薬指導と調剤業務等にとどま らず、予防医

学や医療経済に関する知識、栄養 ・サプリメン トの

相談やア ドバイス、そ して医療チームの一員 として

積極的な責任ある関与が求められるようになって

来た。そのためには常に自己研鐙に励み、医療人の

一員 としての薬剤師の資質の向上 と高い知識の維

持が必要 となる。

　大学における学部教育は4年 間、あるいは6年 間

で修了であるが、薬剤師の生涯学習の支援は卒業後

何十年も亘って続くものであり、大学において継続

教育や生涯学習の体制の充実を図 り、必要な支援を

行 うことは医療系大学の使命であると考える。高度

医療にそなえるため教育年限が延長 した現在、将来

に亘って薬剤師のレベルを高く上げて保つために、

大学の生涯学習支援の役割は極めて重大なことと

考えている。
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